
（ 単位：千円 ）

科         目 金     額 科         目 金     額

資産の部 負債の部

　流動資産 　流動負債

　　　　　現金及び預金 4,478                　　　　　買掛金 108,246            

　　　　　預け金 1,050,422          　　　　　未払金 87,775              

　　　　　売掛金 441,612            　　　　　未払費用 156,270            

　　　　　仕掛品 61,977              　　　　　未払役員賞与 4,049                

　　　　　仮払金 -                      　　　　　未払法人税等 18,367              

　　　　　前払費用 -                      　　　　　未払消費税等 11,972              

　　　　　　流動資産合計 1,558,490                     流動負債合計 386,682            

　固定資産

  　有形固定資産

　　　　　機械及び装置(純額) 5,435                

　　　　　工具、器具及び備品(純額) -                      

　　　　　建設仮勘定 -                      負 債 合 計 386,682           

　　　　　　有形固定資産合計 5,435                純資産の部

  　無形固定資産  　株主資本

　　　　　ソフトウェア -                           資本金 10,000              

　　　　　　無形固定資産合計 -                         利益剰余金

  　その他投資資産 　　　　　利益準備金 630                  

　　　　　長期貸付金 178 　　　　　その他利益剰余金 1,211,792          

　　　　　繰延税金資産 45,000 　　　　　　　繰越利益剰余金 1,211,792          

　　　　　　その他投資資産合計 45,178      　　　利益剰余金合計 1,212,422         

            固定資産合計 50,613             　　　株主資本合計 1,222,422         

　純資産合計 1,222,422         

資産合計 1,609,104         負債純資産合計 1,609,104         

注）　記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

貸 借 対 照 表

2023年3月31日現在

富士通エフネッツサポート株式会社



[重要な会計方針に係る事項に関する注記]

1. 

   

2. 資産の評価基準及び評価方法

（1） たな卸資産

　　仕掛品・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・個別法による原価法

3. 固定資産の減価償却の方法

（1） 有形固定資産（リース資産を除く)

定額法で計算しております。

耐用年数についてはビジネスごとに実態に応じた回収期間を反映し、次のとおり見積もっております。

・機械及び装置・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　　 ・2年～10年

・工具、器具及び備品・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5年～10年

（2） 無形固定資産

・ソフトウェア

・自社利用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・利用可能期間（5年以内）に基づく定額法

4. その他計算書類の作成のための基本となる重要事項

（1） 消費税等の会計処理 

          税抜方式によっております。

（2） グループ通算制度の適用　　

グループ通算制度を適用しております。

個別注記表

会社計算規則（平成18年2月7日法務省令第13号、最終改正 令和4年12月26日法務省令第43号）に基づいて
計算書類を作成しております。



[貸借対照表に関する注記]

1. 有形固定資産の減価償却累計額 　　　　　　　　　　(千円)

建物････････････・・・・・・・・・・・・・・ 0

機械及び装置･･････・・・・・・・・・・・・ 8,527

　　　　　 工具、器具及び備品・・・・・・・・・・・ 0

計 8,527

2. 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務（区分表示したものを除く）　　　　（千円）

短期金銭債権・・・・・・・・・・・・・・・・ 441,612

短期金銭債務・・・・・・・・・・・・・・・・ 175,753

[損益計算書に関する注記]

1.関係会社との取引高

　　  営業取引による取引高 　　　　　　　　　　(千円)

売上高・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,723,487

　　  営業取引以外の取引による取引高
受取利息・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 57

[株主資本等変動計算書に関する注記]

当事業年度末における発行済株式数　　　普通株式 200 株

[税効果会計に関する注記]
1. 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

　　　　　　　　　　(千円)
　繰延税金資産
　　　　　 未払賞与 43,109

その他 1,891
繰延税金資産小計 45,000

　繰延税金資産合計 45,000
　繰延税金資産の純額 45,000

[金融商品に関する注記]

1.金融商品の状況に関する事項
（1） 金融商品に対する取組方針

（2） 金融商品の内容及びそのリスク

2.金融商品の時価等に関する事項

資産
(1)現金及び預金、(2)売掛金、(3)預け金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。
負債
(1)買掛金、(2)未払金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。

[１株当たり情報に関する注記]

１株当たり純資産額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6,112,110円13銭
１株当たり当期純利益金額・・・・・・・・・・・・・・・・ 416,131円80銭

営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。
営業債務である買掛金並びに未払金は、概ね1年以内の支払期日であります。

当社は、『富士通グループ・トレジャリー・ポリシー』に基づいて財務活動を行い、一時的な余剰資金は、
事業活動に必要な流動性を確保した上で富士通ネットワークソリューションズ㈱に預け入れをしておりま
す。


